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日本人の余暇利用方法に関する一考察
②　実務に役立つ勉強はよくしている。
③　新しいことを学ぼうとはしない。
④　生涯学習に目覚めるのは40代以降である。
⑤　勉強したいテーマや分野がない。
（㊦　働くために勉強している。
日本人は仕事のための勉強すなわち実務に役立つ勉強はよくやっているよ
うであるが、仕事に直接関係ない勉強や新しい勉強をしない傾向にあるよう
に思われる。これでは世界から遅れることになる。
金子　勝12）は次のように述べている。『日本の技術力は衰えているので、
どうやったら絶えず新しい技術や製品を生み出せるような体制を作ることが
できるのかということが課題である。これからは道路や建物へのインフラ投
資よりも教育への投資が重要になると考える。成熟した経済のもとでは新
しいソフトやコンテンツが入った、付加価値が高いものを絶えず生産し続け
ていかない限り、その国の富は蓄積されないし成長も持続できない。これま
では　読み書きそろばんを教えることによって、大量生産体制に適合した労
働者を大量に作り出す教育システムが実施されてきた。実際に日本の教育現
場では、1クラスに一人の先生がいて、40－50人の生徒が同じ方向を向い
て、先生が言ったことをノートに取っているような教育がおこなわれている。
大量生産時代の規律正しいワーカーを作るシステムのままである。ところが、
多くの先進諸国では、ディスカッションをしたり、答えのない問題に挑んだ
りということをさせたりして「考えさせる教育」が行われている。日本にお
いて自由で創造的な発想を生む教育システムを作るには、国全体が多額の教
育コストを負うことになる。とりわけITやバイオ、新しい環境エネルギー
や技術革新を基本にする経済を作ろうとしたら、そういう教育が必要にな
る。』
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米国：①　新しいことを学習する。
②　ボランティア活動に積極的に参加している。
③　余暇に楽しめる趣味を持っている。
④　生涯学習や趣味には40歳代前に関心がある。
⑤　新しいことを学び趣味に打ち込んでいる人が多い。
（3）日本の社会では　創造性がなかなか生かされないが、その原因は日本
の教育制度にあると考える。戦後日本の教育制度の特質は、米国を追い越せ
追い抜けをモットーにした知識の画一化であった。これにより急速な技術移
転が可能であったが、創造性を生かす教育は全くと言っていいほど実施され
なかった。それで、日本の教育方針を米国のように新しいことが自由にでき
るように変革することが最重要課題と考える。特に大学では学問を教える中で、
未知の領域があること、さらに法則等には誤りが見つかり変更されることが
ありうることを教え、自分の頭で考えることの重要性を知らしめることが必
要と考える。さらに一般社会人も新しいことを学べる環境作りが必要と考える。
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